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単 元 第４章 微分法の応用 教科書 数学Ⅲ（数研出版）

１ 曲線の凹凸や変曲点を、関数の第２次導 第１節 導関数の応用
指 関数を用いて調べる方法を理解させ、一般 指 １ 接線と法線・・・・・・・・２時間

の関数のグラフをかくのに適用できる能力 ２ 平均値の定理・・・・・・・１時間
導 を養う。 導 ３ 関数の値の変化・・・・・・３時間

２ 関数の最大値･最小値の求め方を理解さ ４ 関数の最大と最小・・・・・１時間
目 せ 図形の問題にも応用できるようにする 計 ５ 関数のグラフ・・・・・・・４時間、 。

３ 関数の増加、減少を調べることにより、 (本時はその２時間目)
標 不等式の証明ができるようにする。 画 ６ 方程式・不等式への応用・・１時間

問題・・・・・・・・・・・１時間

関数のグラフの概形本時の主題

前時の課題 練習１６(2)（関数のグラフをかけ）を解いてくる。

目 １ 関数の増減、極値、凹凸、変曲点を正確に調べることができるようにさせる。
２ 関数の定義域、曲線の漸近線を調べることができるようにさせる。

標 ３ １，２を利用してグラフの概形がかけるようにさせる。

指 導 内 容 資料・教具・評価の観点等時間 指導上の留意点

導 １ 前時の課題を解答する。 ５ ・増減表、極値、変曲点など ・復習の内容から本時の内
を丁寧に確認させる。 容につなげる。

入 ２ 本時の目標を確認する。 <関心・意欲・態度>
指

１ 例題８ ４０ ・定義域 値域を確認させる ・グラフの存在範囲を考え、 。
「関数 る｡<数学的な見方や考え方>

・増減表を正確にかかせる。 ・速く、正確に計算し、増
のグラフをかけ 」 減表を書く。 <表現・処理>。

を解説する。 ・漸近線が存在する場合があ ・極限を調べることで、漸
展 ることに気付かせ、漸近線の 近線が見つかることを理解

導 求め方を理解させる。 する。 <知識・理解>
２ 例題９ ・定義域を確認させ、増減表

「関数 を正確にかかせる。
。・漸近線について考えさせる

のグラフをかけ 」。
を解説する。 ・対称性についても考えるこ ・グラフがかきやすくなる

過 とに留意させる。 ことに気付く｡<表現・処理>
開

３ 練習１７(3) ・上記の点に注意させ、速く ・グラフの美しさに感動す
「 関 数 正確にグラフをかかせる。 る。

<数学的な見方や考え方>

程 のグラフをかけ 」。
を解かせる。

整 １ 本時のまとめをする。 ５ ・本時の内容が理解できてい
２ 課題を提示し，次時の予 るかを確認させる。

理 告をする。

次 時 の 教科書練習１７(1),(2)
課 題 問題集２０１(2),(4),２０３(2)

備 考 普通科 Ⅲ型理科系 生徒数４１名
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